使える鍋などを準備する 


〇 間にはさんでいる材質で、 
火力が変わります 


間に鉄をはさんで 
いるタイプ(磁石が 
つく） 


間にアルミや銅を 
はさんでいるタイ 
プ(磁石がつかない） 


材 

質 


1 8 - 0 タイプ 

(磁石がつく） 



18-8 

18 - 10 タイプ 

(磁石がつかない） 


底の厚さが1 mm を超えると 
火力が弱くなります 


底がまるい形状 

X 


形 

状 


底に反りや脚のある形状 


反りや脚が 

3 mm 以下 

(アルミ•銅は 

1 mm 以下 ： i 


反りや脚が 

3 mm 以下 


底が平らな形状 


平 b な底の直 

径12〜 26 cm 

のちの 

(アルミ•銅は 

1 5~26cm) 


平!3な底の直 

径12〜 26 cm 

のちの 

(中央 ヒーター 

は12〜 20 cm ) 


ガラス•陶磁器(土鍋など) 
直火用魚焼き網 


事 


/ a または asMU 付' \ 
llH で使えると靛しているものも部 j 


X 


アルミ.銅 



軽いものは火加 

〇 弱くなります(調 
理物と合 W て約 
1噴獅してくだ⑽ 


X 


(適温サィン) の炒めもの.ステ-キメ ニユ- では、必ず 圖 "麗 または mm 1 
付(アルミフライパンは除く)のフライノ (ンで次のものを使用してください。 

※銅フライパンは使えません。 

•底の径が18〜 26 cm 、 底の厚さ1 .5 mm 以上のもの 
•底が平らなもの（底の凹凸（反りや脚） 1 mm 以下） 

•アルミフライパンは重さ約1 kg 以上のもの 



上記以外のフライパンを使用すると、 
油が過熱され発火する恐れがあります。 


自動調理(湯わかし、炊飯）には、必ず iMH ] または Mllffl 
付の鍋で次のものを使用してください。 

※アルミ■銅鍋は、自動調理（湯わかし、炊飯）には使えません。 

鍋の材質によっては、自動調理に使えないものもあります。 
※下記以外のやかんや鍋を使用すると、自動調理（湯わかし、 
炊飯）が正しくできません。 

自動 湯 わかし 

•鍋底の径が15〜 23 cm のもの 
參鍋底が平らなもの（鍋底の凹凸（反りや脚）1 mm 以下） 


自動湯わかし推奨ケトル （2007 年7月現在）品名：ケトル 
型式：106346^希望小売価格：10.500円(税抜10.000円) 


it ： 
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自動炊飯 

參鍋底の径が18〜 20 cm 、 底の厚さ1 .5 mm 以上のもの 
•鍋底が平らなもの（鍋底の凹凸（反りや脚）1 mm 以下） 
•ホ鍋は焦げつきやすく、使用できません。 


※お買い上げの販売店にご相談ください。希望小売価格は価格改定 
に伴い変更する場合があります。 


自動炊飯推奨鍋 （2007年7月現在）品名：両手鍋 
型式：106087《希望小売価格： 7,245円(税抜 6.900 円) 


省 


推奨アルミフライパン （2007年7月現在) 
品名：フライパン型式： FRH -26 G ※ 
希望小売価格： 5,460円（税抜5.200円） 


推奨フライパン （2007年7月現在） 

品名：フライパン型式：106865※ 
希望小売価格：" I 1,55〇円（税抜11.000円) 


推奨フライパン （2007年7月現在） 

品名：フライパン （7 層フッ素加工）型式：しド-と斗※ 
希望小売価格： 26.250円（税抜 25.000 円） 


推奨いため鍋 （2007年7月現在） 

品名：いため鍋型式：1 ◦6834※ 

希望小売価格：12,60◦円（税抜12.000円) 


鍋の材質と形状で、使える〇使えない X を確認する 


♦ IH ヒーターには、財団法人製品安全協会の _ D ® または I _ I マークの付いた鍋をおすすめします。 

(鍋の説明書をよくお読みになり鍋に適した火力で使用するなど正しく安全にお使いください。） 




ホ-口-加工した鍋を使うときは、空だきをしたり、焦げつかせ 
ないように鶴してください。 （ トッププレ-卜を破損する原因) 


右ヒーター左•中央匕一夕一 


昜げもので使える鍋について 


揚げものは、必ず付属の天ぶら鍋をお使いください。 


鉄•鉄錶物•鉄 ホー□一 




付属の天ぶら鍋以外を使用すると、 
火災の原因になります。 


自動調理(湯わかし、炊飯で使える鍋について 


温サイン)で使えるフライパンについて 


X 


さる、変 

はいでが d 

にで質力 Di 

間ん材火わ 


多層鍋 


ステンレス 


■ H ヒーター で、使える〇使えない X を確認する 




©〇 © 


確認する鍋に水（約200 mL ) を入れ、 
IH ヒーターの中央に置く 


电 /原 
切/入 


を r ピッ」と鳴るまで押し、 


〇 

電源ランプを点灯させる 

C% p - 

を押し 

ランプを,点灯させる 


ス罢卜 


を約1秒押し、通電する 


火力表示を見る 


1111111 


n 


〇 

1 


確認が終わったら 

を押し、通電を切る 


スタ切-卜 


アルミ•銅鍋は、水と合わせて約1 kg 以上にしてく 
ださい。 


使える鍋、使えない鍋の表示 


使える鍋は 

火カノ V - が点灯し、加熱がスタートします。 



n 


火カパー^ 


U 


使えない鍋は表示部が赤に変わり、火力 
バーが交互に点灯し「鍋確認」を表示する。 



[n 


1 

— 1 


1 


「鍋確認」表示 一 



n 


約30秒後にブザーが鳴り、表示が消え、自動的に通 
電を停止します。 


続けて使わないときは 

—口 — 

を押し、電源を切る 



源 

切/入 


►トッププレートの温度が約 80° C 以下になるまで 「高 
温注意」 表示をします。 


K 




※別を押してから I 


を押しても通電できます。 
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使える鍋などを準備する 





















































































































































知つておいていただきたいこと 


同時に使えるヒーターと火力制限 



2 3 4 


を全てできます。 


•合計の消費電力が 5.8 kW (または 4.8 kW ) 以内で使用で 
き•ます。 

で同時に揚げもの、自動湯わかし、自動炊飯、 
(適温サイン）炒めもの•ステーキはできません。 



中央匕-夕- 

左ヒーター 右ヒーター 



• 勿 g の同時使用時は ] の最大火力が「9」目盛ま 
で自動的に下がります。 

•匕一夕一使用時に他の匕一夕一を使用した際、「ピピピッ」 

とブザーがなってキーが受け付けない場合は、ヒーター 
の合計使用電力が超えていますので他のヒーターの火力を下げてから使用してください。 



安全機能 


検知内容 自動停止•表示内容 


鍋無し自動停止 

通電中に旧ヒ_夕_から鍋をおろしたり、 
鍋の位置が大きくずれた。 

約30秒後にブザーが鳴り自動的に通電を停止 
します。 （30 秒以内に戻せば通電は継続されます。） 

小物検知自動停止 

IH ヒーターの上に、ナイフやフオークな 
どの金属製小物がある。または直径の小 
さな鍋がある。 

約30秒後にブザーが鳴り自動的に通電 
を停止します。（金属製小物を取り除くか、 
または鍋を交換してください。） 

揚げもの鍋反り検知自動停止 

天ぶら鍋の鍋底の反りや変形が大きい。 

ブザーが鳴り自動的に通電を停止します。 
(鍋を交換してください。） 

上画棄作部異常検知自動停止 

上面操作ノ（ネルに調理物がふきこぼれたり、 
水滴などが付着している。上面操作ノ（ネルに 
鍋などを置いている。キーを長押ししている。 

上面操作パネルの表示に 丨 [ P | と表示し、 
約10秒後にブザーが鳴り通電を停止し 

ます。 {-^ PA 7 ) 

切り忘れ防止自動停止 

ヒーター通電後、約45分（グリル手動は 
約30分)経過した。 

ブザーが鳴り自動的に通電を停止します。 

過熱防止自動停止 

鍋底温度が異常に上昇した。 

吸•排気口がふさがれたりして、本体内 
部の温度が異常に上昇した。 

ブザーが鳴り自動的に通電を停止します。 
(鍋底の厚み、異物付着、または吸•排気 
口を確認してください。） 

グリル温度過昇自動防止 

グリル内の温度が異常に上昇した。 

ブザーが鳴り自動的に通電を停止します。 
(グ U ル内を冷却してください。） 

局温注意表 7 F 

トッププレートやグリルが高温（約 80 °C 
以上）になっている。 

高温注意表示が消えるまで触らないよう 
にしてください。高温注意表示中は自動 
調理はできません。 

才 一 トパワ ー オフ 

電源「入」の状態で約30分放置された。 

自動的に電源が切れます。（高温注意表示 
を行っているときは働きません。） 


吸 • 排気 


•使用中、使用後しばらくは本体内部の温度上昇を抑えるために冷却フアンを作動させます。冷却フアンが作動する 
と、吸•排気カバー以外に本体の周囲からも風が少し出ますが異常ではありません。 
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籲受皿にはアルミホイル、クッキングシ_卜などを入れないで 
使用してください。 

籲焼網と受皿は必ずセットして使用してください。（やけどや 
火災の原因となります。） 

♦受皿はホルダーにセットしてください。（ホルダーの接合部 
にのりあげたり、下ヒーターに直接載せないでください。） 
籲焼網をセツトするときは焼網の支え部を手前にして載せてく 
ださい。 


.グリルドアはフ 
□ントグリルに 
密着するまで 
押し込んでく 
ださい。 


グ 

u 

ル 

ド' 

ア 


〇 


各 ヒータ— の同時使用時の組み合わせ例 <合計の消費電力> 


5.8 kW 設定時 

左 ヒーター 

右 ヒーター 

中央 ヒーター 

グリル 

火力11 

火力12 

— 

一 

火力12 

火力11 

一 

一 

火力7 

火力12 

火力9 

一 

火力12 

火カフ 

火力9 

一 

火力5 

火力10 

火力9 

入 

—— 

火力11 

火力9 

入 

4.8 kW 設定時 

左 ヒーター 

右 ヒーター 

中央 ヒーター 

グリル 

火力9 

火力12 

一 

一 

火力12 

火力9 

— 

一 

火力5 

火力11 

火力9 

一 

火力11 

火力5 

火力9 

一 

火力5 

火力7 

火力9 

入 

火力9 

一 

火力9 

入 


■ H ヒーター と鍋 


參鍋底の厚さが薄い （0.8 mm 以下）鍋は、炒めものや空 
だきの強めの火力でのご使用はひかえ、弱めの火力 
で使用してください。（鍋底の変形を防ぎます。） 


•同じ鍋でも、左•右•中央の IH ヒーターで火力が異な 
る場合があります。また小さい鍋では、通電できる 
場合とできない場合があります。 


•左•右•中央の旧ヒーターの同時使用、または鍋の種類 
によって、音（ジー音、カチカチ音、キーン音など）が 
発生する場合があります。これは磁力線による鍋の振 
動で、異常ではありません。そのまま使用してください。 

參鍋底の水分や汚れ、付着物などは、必ずふき取ってか 
ら使用してください。（鍋が動いたり、湯気が噴出した 
りトッププレートに汚れが付着する恐れがあります。） 


グリル 



知つておいていただきたいこと 


X 

グリルドア 
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左•右ヒ _ 夕 _ で調理をする 


ゆでる、煮る、蒸す、焼く、炒める、温める 


_網财£» 右匕-夕-で説明しています。 



fl 

_ 

9 

❹ 

m 


材料を入れた鍋を 
IH ヒーターの中央に置く 


電源 

切/入 


を r ピッ」と鳴るまで押し、 


電源ランプを点灯させる 


□ □ □ □ 


とろ火 I 弱火|中火 I 強火 


希望の火力を押し、 

ランプを点灯させる 


ス罢卜 


を約1秒押し、通電する 


調理する 


調理が終わったら 

を押し、通電を切る 


ス罢卜 


続けて使わないときは 

口 

を押し、電源を切る 


雨 

电/原 
切/入 


V 


とろ火 I 弱火 I 中火丨強火 


籲調理中に火力を調節するには 


□ 〇 0 □ 


とろ火 I 弱火 I 中火 I 強火 


または 



火力[1」火力「4」火力「7」火力「10」 


を押す。 

タイマ—を使うときは (- » p .35 ) 

钃挪 MSB 

•少量の油を入れて予熱するときや、予熱の後で油を 
入れるときは、火力を弱めにするなど加熱し過ぎない 
よ5にしてください。 

※油の温度が急激に上がり、油が発火することがあります。 

•火力が強い場合、鍋ややかんの形状などによってはふ 
きこぼれたり、蒸気が勢いよく出る恐れがあります。沸 
とうしたら火力を下げてください。 

•煮込みなどで長時間ご使用時は、途中でかき混ぜるなどし、 
ふきこぼれや焦げつかせないようにしてください。特に調 
理タイマーを使用するときは劁ブつきに注意してください。 
參みそ汁やカレーのルーなど底に沈殿しやすいものを温 
め直すときは、『弱火』でかき混ぜながら行ってください。 
※鍋底に沈殿したみそやカレーのルーなどが温まる 
と突然ふき上げたり、鍋が跳ね上がることがあり、や 
けどの恐れがあります。 

•鍋底の薄いもの、鍋底が反っているフライノ 、ンや鍋な 
どは『強火』で予熱すると赤熱する場合があります。 

參「火力」キーを押した後、約10秒以内に「切/スタート」 
キーを押さなし)とブザーが鳴り自動的に解除されます。 


>トッププレートの温度が約 80 °C 以下になるまで 「高 
温注意」 表 TJX をします。 






16を押してから 


を押しても通電できます。 


調理の種類と火力調節の目安 


火力表示の見かた 


中火 強火•八イパワー 

『&』〜『8』 『3 』〜『 fl 

•火力に応じて、液晶表示が 3 色に光り、ノ（一の長さと数値で火力の設定状態を表示します。 

•火力は「1」〜「12」まで調節できます。（中央ヒーターの火力は「1」〜「9」まで調節できます。） 

•液晶表示は、左•右•中央ヒーターの操作を終えてから約1◦秒後に減光します。再度操作をすると、もとの明るさに戻ります。 


火力の目安 



消費電力 2 52?' / 300 W 400 W 500 W 800 W 1.1 kW 1.4 kW 1.6 kW 2.0 kW 2.6 kW 3.0 kW 



卵焼き•オムレツ ハンバーク•ぎょうざ 肉類 



□ □ □ □□□□□□□ □□□□□□□□□□□□ 




•火力「12」は火力が強いため、特に少量の食品を調理する時は、鍋やフライパンを傷める恐れがありますので、 
火力を下げることをおすすめします。 

•火力「12」の連続使用時間は最大約1◦分です。1◦分を超えると自動的に火力「11」に下がります。 

•火力「12」「11」の連続使用時間は合計で最大約 15 分です。 15 分を超えると自動的に火力「10」に下がります。 
•アルミ•銅鍋などは火力「12」に設定しても最大約 2.6 kW となります。 



とろ火•弱火 

『！』〜『 S 』 



左•右匕—夕—で調理をする(ゆでる、煮る、蒸す、焼く、炒める'温める) 
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適 

;•日 


■■■醸 a icin 揚げもの（点灯厂_ 


V 


•予熱が終了するとメロディーが鳴って 
「適温」を表 TJX します0 
•約 800 g の油で約1〇分かかります。 


>トッププレートの温度が約 80° C 以下になるまで 「高 
温注意」 表 TJX をします。 


K 




〇 


スタ切-卜 


を約1秒押し、通電する 

メロディーが鳴ったら適温です。 



❺ 

❻ 


調理が終わったら 

を押し、通電を切る 


ス罢卜 


続けて使わないときは 


電源 

切/入 


を押し、電源を切る 


左•右ヒ _ 夕 _ で調理をする（つづき) 


_細|51_ •右ヒ-夕-で鋼しています。 

•左•右ヒーターで同時に揚げものはできません。 



油を入れた付属の天ぶら鍋を 
IH ヒーターの中央に置く 


电/原 
切/入 


を r ピッ」と鳴るまで押し、 


〇 

電源ランプを点灯させる 

❷ B を押し、「揚げもの」を 
点滅させる 


を押し、油温を設定する 


油量 800 g 油量5( 

•必ず付属の天ぶら鍋をこ'使用ください。 

♦油量は約50 0 g (560 ml _) 〜約80 Og 
(900 mL ) を入れてください。 


メニュー選択 



|〇娘:ずも ^^ ii ■ 

ステ-キ ll : 




:-1揚げ _ N 湯わかし1►[保温■►[炊飯 


働もの〕- 


油温設定 



n：n 

1 JU 


1 uu 


inn 

1 IU 

▲ 

▼ 

: mn 

L UU 


i on 

1 JU 


i on 

1 uu 


たら調理する 


解除 


強火 


弱火 


揚げる（揚げもの温度コントロール) 



予熱中 


] 8天ぶら鍋のお手入れは G + P .39 1 


温度調節の目安 



※油温設定は調理時の温度目安です。油量や材料により異なります。また材料が入っていない場合は、やや高めの温度になります。 



趣止 


付属の天ぶら鍋以外を使用しない 

付属の天ぶら鍋以外を使用すると温度調節機能 
が正しく働かないことがあり、火災の原因にな 
ります。 


0 



揚げもの調理中は 

參 揚げもの調理中はそばを離れない。 

♦付属の天ぶら鍋以外は絶対に使わない。 

鍋底が変形したものは使わない。 

參鍋はヒ_夕_の中央に置いてください。 
•必ず揚げもの温度コントロールを使用する。 

籲5 由は50 Og (560 mL ) 未満では調理しない。 

(油が過熱され、発火する恐れがあります。） 

•油煙が多く出たら電源を切る。 




•次のような場合、揚げもの鍋反り検知自動停止が作動し、通電を停止することがあります。 

•鍋底が約 2 mm 以上反っていたり、変形した鍋を使用した場合（鍋を交換する f -^ P .5 )) 
•鍋底やトッププ レー トに異物や汚れが付着している場合（お手入れをする L P .15、39 l ) 
•予熱中に油を注ぎ足した場合（揚げもの温度コント□ールの設定をし直す (+ P .18 ) ) 
※油の種類によっては油煙が出る温度が異なります。（油の説明書を確認してください。） 
※付属の天ぶら鍋は絶対に空だきしないでください。 

※再使用油は油煙が出やすくなります。 

•揚げもの運転中に隣の IH ヒーターで湯をわかすなどの調理を行う場合、湯が跳ねて油の中に 
入らないように火力の調節に注意してください。 
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左•右ヒ—夕—で調理をする(揚げる) 





































































































































左•右ヒ _ 夕 _ で調理をする（っづき) 



_細防£» •右ヒ-夕-で鋼しています。 

•アルミ•銅鍋は使えません。 



材料を入れた鍋を 
IH ヒーターの中央に置く 


❶ 

電源ランプを点灯させる 

❷ B を押し、「保温」を 


電源 

切/入 


を r ピッ」と鳴るまで押し、 




1 

❹ 


点滅させる 

を押し、温度を設定す灸 



ス畀卜 


を約1秒押し、通電する 


•保温中はときどきかきまぜて、焦げつかせ 
ないようにしてください。 

參長時間保温すると焦げつく場合があります。 
•保温中も温度を変更できます。 


量 

❻ 


保温が終わったら 

を押し、通電を切る 


ス罢卜 




続けて使わないときは 

口 

を押し、電源を切る 


雨： (5 

电/原 
切/入 


■助 

參保温できるのは、汁物（みそ汁、スープなど）や力 
レー、シチューのみです。（ごはんや炒めものは 
保温できません。） 

•保温できる量は約200〜80 Og までです。 
※必ず調理終了後のあたたかい調理物を保温して 
ください。 


メ ニユー 選択 


|:"っ揚げ 温 喷 


.. I 点滅 J 

テ-キ上 


(1げもの»[1わかし}►「保温 ] ►「炊飯 j 

卜-……- rnm 4 i 7 ^\ 4 imM . ’ 


保温温度設定 


on 4 ^\ on 

Ou I JU 

カレー、シチューなど みそ汁、スープなど 

温度は目安です。調理物の種類や量、鍋の材質•大 
きさにより実際の温度と異なる場合があります。 


•最大約45分で自動的に通電を停止します。 
タイマーを使うときは f -». p ,35 1 


h ッププレートの温度が約 80° C 以下になるまで 「高 
温注意」 表 7 K をします。 


K 
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適温サイン)炒めもの•ステーキ 


■棚 raaa ♦使用できるフライパンには制限があります。 (- » p.ig ) 

•左•右ヒーターで同時に Pi 温サイフ) の同じメニューはできません。 
•右ヒーターで説明しています。 

•銅フライパンは使えません。 




fl 

9 

m 


フライパンを IH ヒーターの中央に置く 


•通 

•熱いフライパンは十分冷ましてからご使用ください。 

(油が過熱され、発火する恐れがあります。） 

#熱いフライパンを使用すると通電を停止する場合があります。 
•予熱途中でフライノぐノをとりかえない、フライノ (ンを動かさない。 
•油煙が多く出たら電源を切る。 

•フライノ (ンは ヒーターの 中央に置き、調理中はそばを離れない。 
參適温になるまでフライパンに材料を入れないでご使用ください。 


电/原 
切/入 


を「ピッ」と鳴るまで押し、 


メニュー選択 


電源ランプを点灯させる 

を押し、 HI : 少め=&の」 または 
「ステーキ」を点滅させる 


を約1秒押し、通電して益從に 


. I ，/ 点滅 ) 

揚げもの 

湯わかし 議^テ! ■叫 



「[揚げもの] H 湯わか U ►「保温)►「炊飯 } 

十-……- . ! 


スタ切-卜 


❹ 

k 


「高温注意」表示中は通電できません。 


メ □デイーが鳴ったら適温です。 


適温になったら希望の火力を押し、様子をみながら調理する 
調酬| 


ド P . 54'55 ' 

調理が終わったら 

を押し、通電を切る 




ス贯卜 


>予熱が終了するとメロディーが鳴って、 「適温」 を表示し 
ます。自動で予熱するため約4〜5分かかります。お急ぎ 
の場合はお好みの火力でご使用ください。 (^» P .16 ) 

► 「適温」 表示後、約1分以内に「火力」キーを押さ 
ないとブザーが鳴り通電を停止し ます。 

►鍋の材質•大きさ•形状_置く位置により 「適温」 表示になつ 
ても鍋の温度が高すぎたり低すぎたりする場合があります。 


続けて使わないときは 

口 

を押し、電源を切る 


>トッププレートの温度が約 80° C 以下になるまで 「高 
温注意」 表 7] T をします。 


電源 

切/入 


K 




右 

ヒ 

I 

夕 

I 

で 

調 

理 

を 

す 

る 

葆 

温 

命 

サ 
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炒 

め 

ち 

© 
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T 
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